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今回は、統語的特徴から見て概言的表現とパラデイブマテイツタなセットを  
成す、次のような形式の意味・使い分けについて考えることにしたい。  






























（3）家二戻／レト、郁代ガ大阪カラ帰ッタトコロデアツタ。   
ムードの形式と意味（2）  
































その現象の底にある本質、あるいはそれを別の角度・観点から見直した場合の   







れる。以下これについて個別的に見ていくことにする。   
























（10）「ひまわり」が地球を→周する速さは、地球の自転周期23時間5（i分   
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4秒とほぼ同じだ。地球の動きにあわせてあるので、常に一定の位置  





（11） どの夫婦にも、結婚する時、二人が思い描いたささやかな希望がある  










もりだった」というのに近いだろう。   
′、ズダが使われる条件を簡単にまとめると次のようになろう。   
ある未知の、または不確かな事柄（たとえば（7）の閏に含まれる事態，命題  





別に一つだけであっても差支えない。   






存在する」と主観的に思っていたわけである。   
















正Lない。   
















とるのだと考えられる。ノ、ズはここで（辞書にも時に同義・類義語としてあげ   
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てある）「ワケ（訳）」と重なる。事実、ハズガナイが使われているところでは殆  






























つことができる。この類の名詞を修飾する部分（この場合は節）はその名詞の内   























である点だ。ノ、ズダのようにQが未知・不確実で、それをP から推理によ  
って（可能性が客観的に高いこととして）結論するというのでなくて、Qという  
事実があるが、どうしてそういう事態になったのかという疑問が「．‥ワケダ」  







































も大阪で同時に政府側と在野側との二つの、相反する性格の会議が 持  
たれたわけです。  （松本清張「火の虚舟」）  
（2Z）八月十五日、尊氏・直義の要請で光厳の院政が正式に決定され、光厳  
の命令で豊仁践昨の式がおこなわれた。（中略）［京都の貴族たちは］光  
厳の院政に反対したが、帝氏兄弟のたっての要請で光厳に落ちつい   
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た。こうして尊氏はかれの運を開いてくれた恩人に報いることができ  
































し、次の否定の問題に移ろう。   

































ことがすむというわけにはゆかない。   （川端康成「山の音」）   
先のワケダの場合も、「世間→般の常識、あるいは当事者の推論を代弁して  
いうと」という心理が働くときに「～トイウワケダ」となりやすいが、上の   
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（28）のようlこ、否定の形にもそういう心持が現れている例が多い。   




















ものだろうかと言いました。  （夏日漱石「こころ」）  
（29）山登りに熱中したことのある者ならば経でも、死ぬまで抱きしめてい  
たいというような、そんな山の風景をひとつやふたつほ持っているも  
のだ。  （古井自吉「酔いざめに夏山を見る」）  
（30）病人はいつも自分より軽症の者に嫉妬を感ずるものだ。  
（山本周五郎「将監さまの細みち」）   
このような、本性・習性についての自分の考えは、当然の勢いとして、ある  
物事について「かくあるべし」という主掛こ発展する。  
1）拙稿「「もの」と「こと」」（→文献（5））、また文献（9）も。）   
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る。  （山本周五郎「なんの花か葬る」）  
（32）塁はゆるゆると、すずりの表面をなでるような気持でするものです♭  
カを入れて、ごしごしこするものではありません。   （榊美山）  
上の（i）（ii）の用法のモノダは、動詞、形容詞の現在形に付く。   
否定は、（i）は「一ナイモノダ」、（ii）の気持が強いときには「〝モ／デハナ  
イ」となるのが、少なくともふつうであるようだ。  



















（iv）ある事態に強く印象を受け、感心した場合の表現   
ふつう「ヨク‥．タモノダ」という形をとるが、「ヨク」はないこともあり、  
「シカシ 」というような形が伴うこともある。また（謂）のように、相手に言う  
ときには事情によって皮肉を表わすこともある。   
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（36）親と子であっても、よくここまで似たものだと思うほどよく似ていた。  
（37）しかし、みんな早く死んだものですね。  （川端康成「千羽鶴」）  
（38）「病気保養だと？また器用にあの翌る日から病気になったものだな  
‥」  （松本清張「大黒屋」）  
（Ⅴ）回想   
過去のことを思い出して、なつかしむ感じを表わすのに使われる。英語の  







ほとんど見られなくなった。  （高垣雄二郎「時刻表の楽しみ」）   
この「回想」のモノダと、先の「感心」のモノダは、（内側の否定はあるが）  
それ自体の否定形「一モノデノ、ナイ」は使われない。前の述語は、形容詞のこ  













しないでしょうか。」  （サンデー毎日）  
これの否定には「～ナイコトダ」（＝－しないことが必要だ、大切だ）と、「－  
コトハナイ」（＝－する必要はない、－しなくてもよい）のふた通りがある。   
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（ヰり「．‥場合によっては市沢庸亮のところへどなりこんでやろう。なに、  
旧華族だとか、有名人だとか言ってるが、他人の女を横取りする寄生  








たものというべきであろう。   
この他に、「アイツノコトダ、マタドコカデ道草喰ッテルンダロウ」という  
ようなコトダの使い方があるが、述語ないし文相当のものに付くのでないので  







が大きい。   
全体に共通すると思われるのは、これが「ある広がり（空間的、時間的）の中  
の一部分に、スポットライトを当てる」ときに使われることばだということで  








わないのではないか。逆に今の電話の会話のような場面で、「今何してるの？」   











よるところだが．  （朝日1978）  





ここではトコロダについて上のことを指摘するにとどめる2）。   











一食用蛙ガナイチイ／レノダ。   
ノダは、しばしば言われているように、「ⅩハYダ」の、「Ⅹ」が外界の事  
艶、または上の例のように談話の中の先行する名詞句を指すのが、むしろふつ  
2）拙稿「「トコロ」の意味と機能」（→文献（4））   
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